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金Ξ£日４ 月２ 日丈２ ２１弔
2 ０ １０ 年

ﾀﾞｓ･ｎ茉 斤月 翌翌
ｒ 一

心

心
の
ふ
る
さ
と

群
馬
の
校
歌
物
語

校
章
を
か
た
ど
っ
た

デ
ザ
イ

ン
の
中
に

明
治
、
大
正

。
昭
和

の
生
徒
の
集
合
写
真
が
並
ぶ

。

１
１
３

年
の
歴
史
を

誇
る
高
崎

の
校
歌

を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
の
ジ

ャ

ケ
ッ
ト
だ
。
同
窓
会
が
今
年

製
作
し

た
。

ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
人
形
の
生
み

の
親
と
し
て
知
ら
れ
、
同

窓
会

高 校編 ２

副

会
長

を
務

め

る
大

木

紀
元

さ

ん
（
6
9）
が

担
当

し
た

。
Ｃ
Ｄ

本

体

は

歌
詞

の
中

に
出

て

く

る
セ

ル

リ
ア

ン
ブ

ル

ー
を

基

調
に

、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
裏
面
に
は
工
Ｏ

Ｏ

周
年
の
時
に
空
撮
し
た

学
校

全
景
の
写
真
を
使
っ
た
。

史
つ

ｊ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｉ
一
一
一
一
一
７
１
１
一
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｌ
一
1
1
1
1
一
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
－
『
ｊ
ｌ
－

―

【

メ

モ

】

▼
1

８

９

７

（

明

治
3
0）
年

創
立
▼

藤

●j●･j ●●･ ●･･･j

千 倉

牡

校

や

洽

ｸ で

i･Irldli1･･1rl

Ｃ
Ｄ
製
作
は

「
正

ド
　

調

の

録

音

が

欲
し

い
」
と
い
っ
た
Ｏ
Ｂ

か
ら

の
要
望
や
、
校
歌
の
思
い

出
を
つ

づ
っ
た
新
聞
へ
の
投
書

が
き

っ
か
け
だ

っ
た
。
同
窓
会

が
呼

び
掛
け
、
吹

奏
楽
部
や
合

唱
部
の
生
徒
や
Ｏ
Ｂ
計
１
３
０

勢
も
落
ち
着
き
。
・
新
校
歌
の
制

定

に

ふ

さ

わ

し

い

機

会

だ

っ

た

」

と
6
0
年

史
で

振
り

返

っ
て

い

る

。

永

長

さ
ん

が

「

自
由

な
語

形

で

、
伸

び
伸

び
と

本
校
独

特
の

雰

幽

気

が

歌

わ
れ
て

い

る
」
と

高
く

評

価
し

た

歌
詞

。
同

校
吹

奏
楽

部
ｏ

Ｂ

で

、
ｃ

ａ

で
指

揮

も

担

当

し

た

藤

倉

新

一
校

長

（
5
9）
は

「

『
そ

う
そ

う
』

と

納

得

で

き

る
部

分

か
い

く

つ
も

あ

曇

と
話

す

。

な

ぐ

。３

代

目

”

人
が
昨
秋
、
高
崎
・

市
の
群
馬
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
校
歌
や

応
援
歌

し
た

。

前

敗
」
な

ど
を
収
録

現
在
の
校
歌
は

ぎ

代
目
≒

創
立
6
0周
年
を
記

念
し

て
1
9

5
7
年
に
制
定
さ
れ
た

。
旧
制

高
崎
中
の
校
歌
が
最
初
で
、
終

戦
後
に
「
翠
轡
」
が
1
0年
余
り

校
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た

。

現

校

歌

の

制

定

当

時
、

音

楽

教

諭

た
っ
た

斜
影
信
一
さ

ん
は
「
戦
後
1
0年
で
社
会

情

２
俗
に
あ
る
『
ス
ク
ラ
ム
』

は
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
当

時
の

校
風
を
、
『
風
吹
き
す
さ
ぶ
学

Ｉ
　
ｌ
　
　
　
　
　
ｊ
－
　
『
　
　
　
ｌ
ｌ
ｌ

び

１
　

』

は

木

造

校

舎

を

風

が

通

大
木
さ
ん
は
１

番
を
締
め
く

く
る
『
未
来
よ
　
皿
と
か
が
や

け
』

の

歌

詞

に

、
各
分

野
で

活

躍

す
る

人

材

を
輩

出
し

て
い

る

同

校
を

見

る

。「
校

歌
は

過
去

、

り

抜
け

、
寒

さ

に
耐

え

て
勉

学

に

励

む
生

徒

の

様
子

が

表
現

さ

れ

て

い
る

と

い

う

。

藤
倉
校
長
は
「
Ｏ
Ｂ
は
校
歌
　
・

で
昔
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
・

た

だ

懐

か

し

い

だ

け

で

は

な

く

、

明
日

へ

の

背
中

を

押
し

て

く

れ

る
応

援

歌

に

も
な

る
」
と

、

校

歌

の
重

み

を

あ
ら

た

め
て

実

感

し

で
い

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　

一

現
在
、
未

来
を
つ
な
い
で
く
れ

る
。
ず
っ
と
色

あ
せ
な
い
。
そ

れ
を
Ｃ
Ｄ

と
し
て
形
に
残
す
こ

と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」

終業 式 で 応援 団の 指 揮に合 わせ 、校 歌を 斉唱 する 在校 生

= = W J ■ ･

j

jl回際=募SI｡.MJ　I妬.　e:lilAVI!喝Si馮認i紋膿ll舅昿liiﾖ畠秘41蕩防逼n－:,,'，　　..、,-mｍ

○購入方法

①直接購入1同 窓会事務局】高崎市八千代町2･4-I　TEL027-320,6024

【同窓会新年総 会一東京同窓会総会･藤岡翠恒会総会】

②現金書留による購入･郵便番号､住所.氏名､電話番号を明記の上お申し込み下さい。

③振込み送金による購入･ 郵便番号､住所､氏名､電話番号を明記の上下記口 座にお振り込 み下 さい。

【口座名】 群馬県立高 崎高等学 校同窓会 【口 座番号】00110-9-17960

●価格　 ①の場合1,000 円　 ②③の場合1,300 円　 送料共

２

作詞　草野　心平

作曲　芥川也寸志

‐ 眠 鼠召汲汲廻●

上
州
の
三

つ
の
山
は

セ
ル
リ
ア
ン
プ
ル
ー
の

鳥

高
さ
を
求
む

夢
の

邁

か
に
か
す
み

島
川
は
流
る
る

ご
と

如
・
く

榛
名
山

白
き
雲
沸
き

づ
フ
の
香
匂
ふ

学
び
舎

健
康
ど
真
理

か
ち
得
ん

高
崎

わ
れ
ら
が
母
校

学
び
舎
に
て

友
よ

未
来
よ

燦
と
か
が
や
け

（
１

番

抜

粋

）
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本年 も

Iﾐ

に｡･Ｕ

Ｊ
乙

１

高

わ行

汐
卜 ，

新

μ
μ

白
μ

」

1:は また も高

似

河ぢ７ 回 (昭

ご 挨 拶

においても、５月の県鳥校総体では

軟式野球部やソフトテニス部の峻勝

をはじめ各部の上位入賞により
ひ

川肘 や

２位、沖繩県で開催されたインター

ハイ にバ レーボール 部と陸士.競 技部

が 出場 、全 国高 校囲碁追手 柿で は団

体 ４ 位、個 人

－立

口

レー

ノ

位［
に
Ｄ また バレー ボー

陀陸上競技部からはlj 佃月 り胆!川

チームのメンバーとして出場するな

ど、さ まざ まな場而 での活 躍は甚 だ

喜ばし く また誇らしくも感じるも

の でござい ます。

さて、

ためには

同窓会活動が発展していく

代世ｘ
ａ

Ｌ
Ｖ

若

の積極的な参加

が 不可 欠で あり ます。理事 会 で は

90 期代の方々の参加 も見られ まし

た が

ふ

こ以

今後さらにその数が増え

こ新風を吹き込んでくれる
｀ Ｗ

二

、本

とを

ろまで来ました。

当たり前ですが学校では生徒は毎

年替わり、３年経てば全員が入れ替

わります。そんな中で生徒たちは、

実行委員を中心として企画から運営

まで見事にやってのけます。そこに

は生徒たちの３年間の大きな成長ぶ

りが見られ、この定期戦と、もう一

つの大きな行事翠柳祭とが、高高の
叱

川

ｉ々

小

高高同窓会報

改めて期待しております。

我が同窓会は、学校行事の「社会

師庸人

し て 、

授 業｣

｢企柴･

（１年生）では講師 と

究研 所･ 大学訪問研修」

（２年生）では母校と職場の橋渡し

としてお手伝いすることで、在校生

との繋がりを持っております。彼ら

が卒業後、積極的に同窓会活動に参

加し、本会を活性化させてくれるよ

う、母校からそのような依頼やお願

いがございました節には、後輩たち

のために快くお引き受けくださいま

すようお願い申し上げます。

同窓諸兄におかれましては、今後

もご健康にはくれぐ れも

て 益 々ご活躍される
Ｗ`

に ．

ご留意さ

とをご祈

Ｌ
ｊ

申し上げ、ご挨拶とさせていただき

ま す 。

し たが 巴いがけ ないプレゼントに

思わず目頭が熱くなりました。長い

教員生活の最後の４年間を母校で過

ごせた自分は何と幸せ者なのか、素

晴らしい生徒・教職員にただただ感

謝の瞬間でした。

最後になりますが、同窓会の皆様

方には、同窓の校長ということで暖

かく迎えていただくとともに大きな

恥 しヽい歴史と伝統を織りなす太い　　 お力添えをい ただいたこ と本当にあ

脚釧こなっていることを改めて実感　　　りがとうご ざい ました。今後、高崎

した次第です。

閉会式での実行委員長あいさつの

場面 では 、サプ ラ イズで本校高橋剥

の音頭で高高生全員の凹の声のエー

ルをもらいました。校長最後の定期
歌
剣勝利 を祝っ ての ものとい うことで

中学・高崎高校同窓会の益々のご発

が
41と同 窓諦氏 の ご活躍 をお祈 り申 し

ヒげ ると ともに 、
Ｗ`

二 れまでに賜った

ご厚情に心より感謝申 し上げ、あい

さっ と させ ていただ き ます。

４ 年間、お世話になりました。

高崎高等学校同窓会長(56 期)
ｒ

Ｓ

　

生 ＿＿
口

早いもので今年も残すところあと

わずかとなり、雪をかぶった浅間山

の暮色がひときわ蒼くなってまいり

ました。同窓諸兄の皆様におかれま

しては、益益ご健勝のこととお慶び

申し上げます。

界各 各方面において諸

兄のご活躍を見聞する機会が多くあ

りました。 また、在校生の後輩たち

14 會 ヽ
j「

高崎高等学校校長(68 期)

藤倉
成22 年10 月２日、第64 回対

定期戦本我が本校を会場として

れ まし た。こ れ まで４連 勝で 迎

えた 戦い でし たが
悶伺

Ｗ

高の勝利 、連勝を ５へとの ば し まし

た。過去 を振 り返 る と

和28 年）からの第12 回（同33 年）

までの６連勝が最多ですが、いよい

よその大記録に迫ろうかというとこ



高高同窓会報

普遍 史とトランスナショナルの

流れに生きる時代

土井 泰彦
ルーマニアスピルハーレット大学名誉教授

(元文教大学教授　政治学博士　51 期)
‘:’:l:?ご:;ｒ.‘.Ｑ･･７t;r7t･ 2２

そ れら が 人類 の 共 迦 の 運 命 に 貢

その度合いに応じて、
－

－
一

Ｘ
ｌ

Ｌ

Ｖ

主 沸

という編集方針を打ちけ

で し た 。

名に近い過ざ

百科事

リー

求める要望賃

ル ヒ㈱

－

. ﾐ ・

｀ ゝ

q
i

カｊ
ｙ

　 副 削

|三か ら 、 匡 会
。
１

７

明治一四年までに、㈲

法 は、

か
吊

各

そ の数実に

i!f社 の 私

六〇余 側

ｊ１
７憲擬

に対し、政府ぺ竹

４

１ ●
」

二ｊ

明治二〇年に

講 じ まし た。

をもつ青年たちは政府

私

の

、土佐の
に ほ ん こ く　 こ っ け ん あ ん

日本国国憲案」を起

人類普遍

国際社会の一員、

の
！
一
一

神 で す ら、

普 遍性 、

平 和 志

む し ろ 明

位置した若

イギリスでは一 九世紀に『ケンブリッジ近

代史叢書』の編纂者アクトン卿が「諸国民の

物語はそれ自身のために語られるのではなく、

献した時代と

語られなければならな

比 まし た。

近代史を自由の理念の発展に関する歴史と

考えるもので、白山の理念の発展という川の

乙を堅持し、支流についてはそれが主流に

合流する点において注意を向けるというもの

自山の進化への視点からすると、日本でj!限六

の口本人が米欧の大学図書館の

ノーフ版語英のト
ッ

ネ
ー

タンイし場登こ’
Ｖ

献文
-

典 の項 目 で スペ ース を 割 き紹 介 さ れて

いる背景を理解することができると思います。

j治維新期の無名の青年達の遺産

明治初期の自山民権運動についてはかなり

詳細な研究が行われており、民選議院設

こ提出された明治七

立 を

ト

日設 の 詔 勅 の 下 さ れた

副か ら 出 さ れた 私擬 憲

この ぼっ てい ます。

陽:案の作成に向けた時流

界は大日本帝国憲法の発布

-

心

仙

悪影響を及ぼすことを恐れ、

1安条例を

擬
りljt

,l邑1 、

川

映１

" i

-

一

一

l
i
Ｘ

法

１
一

｀

Ｊ

ａ

1｣定、禁止措置を

7･次 に耶!

如) 前
ｆ .－

.あ
一

｢:

● ゝ 用とされ、明治二三年の国会

に公布された大日本帝国憲法に反

さ れる こ とはあ り ませ んで した 。

しかし維新期 心，

円歩を5.

他の結

作
り

Ｉ

Ｉ

Ｉ
』

ヒ
Lｙ

μﾅ ながら各地の結社で討議を重ね、

社と交流しながら日本国憲法の草案を

|こげ ま し た。

そ の う ち、 東京西郊の五日市学芸講談会を

け体に討議を重ね起草者 となった千葉卓三郎

（嘉永五年生）の 目］本帝国憲法」と

Ｉ
‘

Ｉ
Ｆ

‘

ﾝl志社を足場に「東洋大

Ｗした植木枝盛（安政四年生）の時代を先取

りした先進性、自由や人権に対する鋭敏な感

覚はひときわ目立っています。
‐別

冊

駄々
１ U｣の激動に揺さぶられた青年達が世界

がわに史歴の

の 馬

に

ｔ

４
１

フ

一

ｊ

一

Ｉ
　

Ｘ

本

身をお き描き出した、

比 しての主権在民、政治道徳の

９自 ﾉ引
公
唯 の

ト
マ

ー

／ 有 、

可という価値観が、立憲国家の必須の原則と
に

して 浮上 し てい る のです。

戦後日本の新辿
法

４

１

　
ｆ

治初期の自山民権運動の最先端に

き人の手になる憲法草案の延長線上にある思

い が する のです。



時代を先んじた維新期の憲法草案

仙台藩士の家に生れた千葉卓三郎は維新期

にそれぞれの流派の思想家や宗教家の教えを

進んで受け、商業や洋算など実学も習い、二

〇代後半に関東の五日市に創立されたばかり

の公立小学校教員の職と同地の学芸講談会で

力を発揮する場を見出したのでした。

千葉卓三郎の｢ 日本帝国憲法( 五日市憲法)｣

は、国帝の下の三権分立、元老院と民選議院

からなる二院制議会、元老院の議官に民選議

院の議長と三回以上選ばれた民選議員を含め

た民選議院の実質的な優位性、議員の公選制

と選挙民の一定の制限、法に基づく司法権の

厳密な行使による人権保障など、総合的体系

をもっています。

千葉卓三郎の構想は、ある程度まで現実的

な足場に立ち、段階的に社会の政治的自由の

進化をめざすものでした。しかし、国民の人

権については相当の条項をさき、法を遵守す

るかぎり検閲を受けることなく自由に思想や

意見・図絵を発表し、演説・討論を公に行

-

二

う

とができなければならないと、きわめて具

体的な表現を用いています。

また国事犯のために死刑の宣告を不可とし、

法定の重罪を裁く際や著述出版の犯罪の軽重

を定める時など微妙な判定を要するさいは特

例を除き陪審官がこれを行 う

議にかける制度の採用にふみ

など、事件を評

Ｗ`

二 んでい ます。

その一歩踏み込んだ人権保障条項の背景に

は自身が良かれと信じた行為に対し、神仏に

対する不敬罪を問われ、過去に入牢・苦役を

強いられた苦い体験がうかがわれます。

他方、私擬憲法草案では二二〇条と最も条

文の多い「東洋大日本国国憲案」を起草した

植木枝盛は土佐藩士の家に生れ、明治七年一

七歳の時に自由民権運動の指導者・板垣退助

高高同窓会報

の演説を聞き、政治意識に目覚めたといわれ

ます。

翌年に上京、啓蒙思想家の演説やキリスト

教会の演説会を聞くことを通し自身の教養を

高め一九才で「郵便報知新聞」に「猿人政府

ひとをさるにするせいふ」と題する記事を投

稿、二ヵ月間投獄されました。その後、立志

社の機関紙編集者となり、二四歳で私擬憲法

中もっとも大胆な民主政体のための日本国憲

法を起草するに至りました。

植木の憲法草案が際立って特徴的な
Ｗ`

二 と は 、

日本を皇帝の下に各州からなる連邦制とした

ことで、さらに連邦と州の常備兵設置ととも

に、外からの攻撃を受け危害の迫らないかぎ

り戦争を行わないと規定しています。

また日本国民は法律上平等であること、法

律外においても自由な権利を侵されないこと、

恣意的な専制政治に陥らないため連邦政府の

三権の分立を原則としました。

また国民の権利 として死刑の廃止、拷問の

禁止、思想の自由、信教の自由、言論の自由

を規定し、政府官僚の圧制に対する革命権、

憲法改正のための立法会議を定め、州に関し

てはどのような政治体制をとるかの権限を委

譲しています。植木の憲法草案はきわめて大

胆かつ未来志向であるといえましょう。

千葉卓三郎の普遍史への登場

千葉卓三郎の憲法草案の発見は盟友であっ

た深沢権八家の土蔵が戦後二〇年を経た昭和

四三年に色川大吉東京経済大学教授 とゼ

の手で開けられた
｀W

二 とに端を発しました。

生Ｘ
Ｘ
Ｘ

同時に発見された多数の文献には、フラン

スの各種法律書、イギリスのＪ・ｓ・ミルの

議政体論』やベンサムのr 民法論綱』、ス

代
ｒ

一
ト

リーの『米国憲法』、千葉二一才の時来日した

フランス法学者ボアソナードの司 法省法学校

５
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憲
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ま し た。

６

義録など政体や法体系に関する外来書の

訳本多数が含まれていました。

千葉卓三郎や植木枝盛の草案を前にし、維

志をもっか青ｲ11
の’

‘

Ｊ

１

　

先界止 羽

し ゝ 想や

宗教、政体や法哲学などを吸収せんとした意

思の強さと吸収力 は、吻
ｙ

Ｆ

‥
rの欧米派遣団の持

つた智識と比べ何ら劣るところはなかっ

た ので は ない か と思 わ れる ので す。

葉卓三郎の「日本国憲法」は発見者の色

川教授か米プリンストン大学で、学生 にそ の

立ちについて講義したことを契機に、日

本民族史の典型としての価値が広く認められ

るこ とに な り ました。

大吉著『明治の文化』の英訳が出版され、

タクロン・テーパーとゴンパチ・フカサワの

名がアメリカの大学図書館の目録に加えられ

たことは人間の魂にふれる自山の進化への川

ぱしの 一つ と し て、 Ｎ
ちれ流の史遍普

ら れた とみ るこ と がで き ます。

置づ け

とくに千葉卓三郎が私擬憲法起草の最重要

参考資料とした元老院蔵版の西洋の

に自己の所見を書入れていた

びました。

- ●･

二

１
．
？

Ｆ

去律格

とは注目

曰く、[国王は決して死せず]は｢ 国王は死す、

国民は決して死せず」 ｀ 1

へ
‐
‐
‐
－

会

ド

法Ｆ

中もっとも貴 き遺物なり」は

所有中もっとも貴き遺物なり」

道の源なり」は「国王は公道･道の源なり」は「国王C

も同じく公道の源なり」

の下にあらず、
と由

ト

戈
―

へ 、

び律法

Γ
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４
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Ｊ

旧よ国民の

｢国王は公

源なり、国民

汪 は人の権力

)下にあり｣ は 国ト

人の権力の下にあらず、しかれども天と

ltとの下にあ り」

学の核心に

へ　 ・
● ●

・その書換えは

迫るものでしたが

去草案の起草で燃え尽き2j=|
4
1

　
1

Ｊ

Ｉ

三 一 歳 の若 さ で 死 を 迎え る

、彼の命

灸の明治十

－●-

１． と にな り

国 笏にと超国家的価値の共存
代現

‘

ｒ

ト

ー

な
－･

に 見る、国家至上

ｍ１９自

ｙ － ●

－ ･ iﾐ 義から超国家

値の加速する過程はすでに明治維新の民

我迩動にはっきりと映るのであり、

も

刊

‐

ｉ

１

い

ど の国 家

庄;ではありえまぜんでした。私たちの身

引二は田家とトランスナショナルの流れが共

存しているのです。
-

１．

Ｗ､氏

-

心

ぐ

で|出

－
フL;

11 』 古
匡り

ｊ理総

々
可

巾
Ｍ 中学に籍をおいた中曽根康

が若い時から世則 こ日を開き、

また自分に課した日本国憲法改正への視点が

心に浮びます。

｀･●ニ

１． の 憲法改正のテーマは核廃絶の過程や国

際 テロ ヘ の 対 処 の難 問 に か ら んで くる も ので

あ り 、 国連の改編もふくめ国家と

シ ョナ ルの 流 れ の共 存 に も大 き な

す川々

ｌ

卜

μ
ｊ

ランスナ

響を及ぼ

北を秘めるものではないでしょうか。

経歴

昭和３３年 早稲田大学大学院政治学研究科中退

フジテレビジョン入社 放送開始準備室

昭和５０年 ロンドン支局長

昭和５４年 外信部長

昭和５フ年 報道センター室長

昭和５９年 サンケイ新聞社論説委員 国際関係担当

昭和６３年 フジサンケイグループ退社

九州共立大学 経済学部教授

平 成３ 年 文教大学 国際学部教授 政治学･国際関係論

平成,IG年退任

(財)オイスカ評議員

著轡･学術轡

｢イギリスの底力｣(サイマル出版会1981)

｢新版 国際体制論｣(文真堂 １９９４)

｢近代日本戦争史｣第３篇(同台経済懇話会 １９９５)

｢対日経済戦争１９３９～旧 剣｣( 中央公論事業出版２００２)
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？と か 、 俺の弔辞 はお
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低

回
こ

学事役をつとめてく

があり、大物ゲスト

現れたのは柵田康

いつごろ始 まったか定かではないが、

余年前に三 こぐ婦夫の１啼匹

だ。 ５１期同期生

一

一

一ａ
十

その源があるよう

こよ る 夫 婦 会、
グム

）

在現

の名残りで続いている。一人欠け、

と人数は減少傾 に句 あるが、年三［

持田
(元前橋南高校教頭

○
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Ｚ 。
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早

51 期 ）

次は だ式訃の誰
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し組

け欠人二

旦|の ペ ー ス

は維持されてお り、一回が終 わると、す

ぽ回次 崔が 図 ら れる。
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・ 経 済 、

の仕事などからスポーツ、

Ｉ

Ｉ

｀
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泊 で 、

く

あち

政争体験、各自

趣味、家族の話、

友 人の 噂等 々の話題 が続い た が、今で は、

ちょっとエロイ話から病気、
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勺容が
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力と
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時

イ老 ﾋ など身体に

が尽 きない。

釧こな っ て い る
－・
ｍ

余

ﾐ左だ

それでも和気あいあい、笑いが切 れないし、

沼
川

「

・

４

・

一

－

も印
話品

ぺ や
S

１

ｆ
Ⅲ

ハ

ｊ
ｔ

Ｌ

ゴ

ヅ

そんなある時、

話をしないのが清々しい。

れて い るＹ 君 か ら の提

、
、χ

ａ

9

い

ｊ

Ｓ
’
―

? :

一 一

そるという知らせがあった。小さい店の狭
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こ思ったものだが、
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人jllしたいとの要望だったとい

をつ き合 わぜるような状態での会 食、

気のおけないご夫婦とみた。
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へ･lコ吻Ｗ･７

と

J調 と し た

は肩組み合っ

白石

「６５才以上」という指標が何かと使われる

が 、

／
一

我等６１期生

に前にクリアした

の集まりである。

会 の 発足 は、

1992 年、

会の名称を

―Qぐ 会 ） は こ の６５才 を ２

高齢化社会を構成する初老

＿ . l . ＿ . . . I .

に 1 　 に 1
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高崎

Ｆ

|り!1=

在
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一 一一

窓 会の幹事期 となった

三者を中心とした集まりで住

高高６１

として本間良和君

を選出、規

見
＿l..

Ｍ.

命
小勺等 のﾘ

徊ぐ

会
Ｊ

j川 爪

こ決定、生涯会長

割烹みその店主）

j式は省略し有志 を幹事に

てて実態上のスタートを切った。その直

後には京浜 ６１会も立上げ、すでに大中小の

イベントを企画、

還 診を迎えた

光で構成するｊ

か 、

実行し今日に至っている。

年に好

引い
｀

こ

め た 懇 親、 ゴ ル フ 、 観

くイベ ン トは 暗 黙 の了 解 な の

６５才以降は毎年1
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延参加者数は相当数になる。今年は
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６Ｆ
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１ 会 と はい か な る 会

釧二なった。イベントへの参加義務

Jが発端 となり、

寺１
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　四の力 も手伝ってか各々が

論をぶつけあった。明確 な結論は

たが「会員の良識と秩序ある白山、
－`

し

な か っ

れを批

章一
(61 会有志･幹事　61 期生 ）

保する会の抱擁力、ようするに囚苦しい

は抜 きでい

着いた。
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二 うぜ］で何となくその場は落ち

メ ンバ ー の大 半 は す で に労 働 生 活 か ら引 退

し て い る が 、

健康的には

現役で活躍 中の者も多数いる。

年並であるが、

持つパワー、ノウハウは実に多彩であり、そ

の人脈を含めて我等６１会の相互

会員の自給自足体制はかなりのものだ。

と も あ れ、
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中島

私は元々おとなしい男で、本来なら政治や

選挙に関るような戦闘的な人間ではない。そ

４
七力

ぐ
Ｉ

生涯を政治闘争に費やすことになったの

は、十代後半の時代環境の影響が大きい。

私か高高で過ごした一九七〇年前後の三年

間は、冷戦と高度経済成長の最盛期だった。

一年の時にはよど号ハイジャックｊ

の時には三島由紀夫割腹事件、
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然たる時代環境の中で、
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ｙ き荒れる物情
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私たちは高校生活を

おくった。

ソビエト・ロシアも文革･中国も元気一杯で、
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lか れ て い た も の だ が 、 私 は 少 数 の

ないと過剰に意識していた。

私は、友人たちが狼談に興じるのを櫛目に、

左右の政治論をむさぽり読ん’

数学や物理や化学の授業中は、

用と化していた。

刎践 なヽ

時圭
‥

読の好格

刈囲からはかなりの変り者

政希
(衆議院議員　71 期)

と思われていたのではないだろうか。

当時の高高には、先生や生徒釧j

た変人的な
ぐ

くよ

容する雰囲気が濃厚にあった。

あの三年問は戦後史でも稀な「政治の季節」

だった。私の政治思想の基礎はあの時代を

外いこつくられ、根本においては、今もそれは

ど変 らない。

思 えば 、あの時代の高高

落し予たちにとって、のどかで居心地のよい

揺朧の如きものであった。

㎡

-

国 会 見学に 訪 れた高 々71 期同 期生の 有志ととも に(Ｈ２２．９.16)

９
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どんより

敦 希

１０

学ぶことの意味と

人間の存在の真実の露呈

下田　好
」
ｌ

　

ｉ

／
７
４
Ｌ

(明治学院大学　 教授　77 期)

こ／７７ζこ／フベＣ／Ｓべこ・りＣＳヽ⊃こ／？７Ｓ４;こ／Ｓべこ／フペこノつべこ／７･７、こﾝＣ／？７、ﾆに／iべC／７･べ;(ンりC｀Ｑに／Ｓべこ／ﾌﾍﾟこ／つべC／SCSヽ⊃Ｃ／;5べC／S？ＮこJこ／つべこ／ＳＣ｀ＮＳ４ン？べこ／SﾍﾟﾝC／？Cゝ、こﾝ

オランダで感じた教育のかたち

私は平成21 年の１１月に自分が

抱えている研究プロジェクトでオ

ランダに行った。オランダの空は

諺っ てお り そ れにとて

も寒い。オランダの人たちはこん

な劣囲気のなかで暮らしているの

だろうか。オランダ人の我慢強さ

を感じた。オランダでは子どもた

ちや親が学校を選択する自山が保

障されていた。そのために小さな

学校が点在していた。オランダで

は、校長が教育方針を示し子ども

に教育を行っているという実態が

あれば、公立私立の区別なく予算

が国か ら配分 さ れる。学 校 も
ＳＩ

Ｉ
ｆ

｀

・

．
？

Ｊ

を満 たせば 自山 に作 れる らしい。

学校の教育内容や教育方針二
－

ゝ ゝ

ｔ

川
―

－

即)採択、教員 の採用 も学校

独自で決められるのだそうだ。

私は「この国の教育の方向性は

どこで作られるのですか」と聞い

てみた。文科省か教育委貝会、大

学とかの答えが返ってくるかと

巴って の質問 だった。 オ ラ ン ダ 人

は
j

二 の問いの意味がよく分からな

うだった。怪訂そうな顔をしい ようだった。怪訂そうな顔をし

ていた。 オランダでは国家は教育

の内容や方法までには介入しない

そうだ。国家は予算を配分するだ

けで、教育はあくまでも学校とそ

の保護者が作っていくというスタ

ンスを とっている。
-

・ ＿ う した雰 囲

気のなかで質の高い教育が継続的

に維持さ れるのはなぜだろうか。

それはオランダ社会が培ってきた

個人の権利と責任の意識からくる

のではないだろうか。

そういえば移動で屯車を使った

ことがある。オランダの電車はあ

らかじめ販売機で行き先までの切

符を 買って乗 る。

Lが ない の だ。
~－

二

しかし、駅に改

れでは切符を買

わ な くて も乗 れる ので は ない か。

実際はオランダの電小は時 々車掌

が回って きて切符をチェ ッ クす

る。そのとき切符がないと多額の

料金を
’
．
一
一
‘
昧

i11求さ れるそう だ。こ う し

たこ とがで きるのは オラン ダが成

月比 た社 会であ るからで はない だ

ろ うか。 個 人の 権利の保 障、そ

ノ
｀
４

刊
に

ｔｊ

う自己責任が 社会のなかで醸

成 されてい る。 日本 もオラ ンダの

ようにな

巴った。

れ ば よ い 、 と そ の と き

２　学ぶことの憲味と

人間の存在の真実の露呈

’ｒ豹

Ｅ

□

Ｕ

日
μ

―

ヒで も 報 道 さ れ た

ＴＩＭ ＳＳ(国 際 教 育 到 達 度 評 価

学 会）2007 で は、「数学 ・理 科

を学習する重要‘|生の意識」の設問

で、「数学・埋科を勉強すると日

常生活の役に立つ」の項目で、数

学が71 ％、理科が53 ％の子ども

が役に立つと思っていないことが

分 か っ た。 また

む仕事に
Ｊ
り

７

兄

Ｘ

対

凋

子－
Ｉ
ｙ

Γ

卜

沈くため数学

自分が望

理科でよ

い成績をとる必要がある」の項目

では、数学が ６９％、 迎腫卜が ５６ ％

の子どもが学校の学習と将来と職

業とのつながりを意識できていな

いことが分かっている。この部分

は国際的にみて日本は非常に低い

レベルである。ここからは日本の

学校で学ぶ内容は、現実社会とリ



ンクしておらず、自分の将来（職

業）とのつながりもない。ここ か

らは日本の子どもが今ここでこの

ときに、学ぶことの意味という も

のを把握することがで きずにいる

ことを物語る。

人間は自分 にとって必要 な
~Ｗ

二
と

は人に言 わ れなくて もする。そ の

学びに対して学習意欲がわかない

とい う の は がび学のそ 自 分 Ｃ

とっては必要ないか、あるいは自

分とのつながりが見えないためで

ある。現在、学校では教科書を中

心とした一斉授業が行われてい

る。ここで扱われる教材が個々ば

らばらの知識の寄せ集めであり、

それが現実社会とどのようにつな

がり、自分の将来にどのように影

響しているかについて見えてこな

い。その結米、子どもは今行って

いる学 びの意味 を理解するこ とが

できないのである。

７
１

ｙ
現 教 育 現 場 で は 教 科 書 を

使った一斉授業が行われている。

なかには教科書をなぞるような授

業も実際には多い。教科書には教

師川指導書 もあり、単元計画や詳

しい解説 まで掲蔵されている。指

導計画は教師が作るのではなく、

教
自

叫lj指 導 書 の 計 画 に なっ て し

まっている。この計画に沿って授

業をすれば、どこの地域にいても

教科宍が同じであれば同じような

授業が行われることになる。画一

的でおもしろみのない授業であ

る。教師もつまらないと思いなが

ら授業をしているのではないだろ

うか。教師がっ まらないと思いな

がら授業をしていて、子どもがお

も しろ い とI，JXうはず はない。やは

り、教師が「こ れはお もしろい」

と思 った教材でない と子 どもの限

も輝かない。

私は大学院をでた後、群馬県の

公立 高等 の校吼
戸 教師をし た。そ し

て大学の教師になった。最初は東

Ｉ
～

Ｘ

Ｊ

万

都にあ る短期大学の
｀
１

べ び任講 師 と

なっ た。講義で は百人くらい の学

生を教えていた。教育学のテキス

私i

を 使って教えていたが、学生の

に参ってし まった。学生に再

三注憲しても静寂は３分としかも

たなかった。このような凹題は何

も私に限ったことではなく、多

の人学教師の悩みでもあった。

く

当

時、束京２３区内の短大で講義が

成立しているところは数少ないと

の噂があった。大学教師は私語の

な か lfも聴 いてく れない講義 を

たんたん と行い帰って行 くのであ

る。

考えてみれば、学生の学習意欲

喚Ｉが 胆さ れな い の も当 然 で あ ろ

う。 短期大学であ れば将来教 職に

つ くこ ともない。今行っている学

習 が自分の将来に影響 しない ので

あ る な ら

め な りｙ
）

Z:ぶこ との意味 もっ か

そ の う え

ストの内¥ 祠よ州 しく

教育学のテキ

、学生との心

理的距離も遠い。そんな状況のな

かで私はある時、テキストを使っ

ての訊義をやめることにした。そ

して、かつて私か教師として学校

に勤めた経験をもとにして教育を

高高同窓会報

語るという講義に変えていった。

すると驚いたことに私語をする学

生かいなくなったのだ。私は自分

の声が学生に届いているのを実感

した。「そうだ、敦
１

才は 外 に探 す

のではなく自分の内側に既にあっ

たのだ」そのとき私は気づい た。

自分自身が

なけ れば、

｀ Ｗ

二

語

れはと思った教材で

る言柴にも力が入ら

ない。教師が自分でおもしろいと

思わないで、子どももおもしろい

と思うはずはない。まずは教師自

身が自分の内而にある教材に気づ

いていくことが重要であろう。教

師 の 存 在 の真

そ

実 が 露 呈 さ れて

児万能 徒の心に?･
Ｂ

心
Ｏ

く

~Ｗ

二

しか し

今教師は忙しく、教材研究をする

け
吋

－

川もと れ ない と言 わ れて い る。

労 働時
Ｉ

１

－

S｣も長 く 、
－
Ｌ
一
’
↑

ｋ

ｊ

ｙ
一
Ｉ

ｔ

111的に も緊張

が続く環境となっている。

今、日本は財政的にも経済の面

においても問題を抱えている。成

長戦略で雇川を生み出すことの必

要性も叫ばれている。新たな雇用

を生 み

る 。
-

二

Ｉ

Ｉ[け の は人間の創造 ﾌﾟJであ

うした消造力を生み出すに

は教育 に望 みを かけるこ とが重要

だ 。
べ
子 校や授業が創造性で満たさ

れるような場にする必要がある。

子どもの創造力は教師の創造性の

ある授業に刺激されて引き出され

るからである。そのためには教育

にもっとお金をかけるべきであ

る。無駄な財政支出を切り詰めな

がらもお金を使うべき所には使う

必要がある。

１ １
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宍

呼Ｏi
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し
万
‘
毎
芒
ヽ

で きたさまざまな成果 を発表し

］

誌

て み

よ う と の 提 案 が 認 め ら れ
、

今 秋 シ

テ ィ ギ ャ ラ リ ー で 油 絵
、

書 道
、

陶 芸
、

り｡ニ゛-､1,‘ろÅ･1 r７λ７.ｒ、jf一jかロー､ぶｰ_4｢l。､-1111｣!!|

され、多くの方々が来場して下さり

感謝している。同期生の交流の場と

して、予期以上の成果があがり大成

功 たっ た。 (前本部幹事長　54 期)

か

苓

五四会活動報告

第５４期同期会（五四会）は毎年

を会、懇親会を問匪し、会ｎ相瓦の

交流を図ると

(年一、二回)

と

を

もに 、「五 回 会 通 信」

発行し て、剛 り」の さ

まざまな情禄・消息を発信している。

総会・懇 親会では多様なフツ デア

が提案され、それが承認されると、

それを直ぐ実行してしまうのが五四

会の流 儀。その具体 例を二 、
- ■

一

一 〇

１、故塚出亨（美術）先生 の納骨

先生はご家族の縁が薄く、墓はあ

りながら、そのご遺骨 は納竹されな

いであっ た。その納竹への支援が提

案され、その場 で叩 座にカンパし資

金を募 り、導師 を茨城より招 き、バ

ラの花を象った墓石の下に納骨した。

田端　 穣

２、卒業５０年モニュメントの建立

卒業５０年を目前の０２年の総会

で、記 念小業としてモニュ メントの

建立を決め、その本体は同期の半田

富久君 から作I旧 是供を受け 。台石に

吉永哲郎君の撰文を鋳込んだ金属板

をはめ込むものとした。資金は瞬く

問に １１１万５千円が頂:せら れ、記

念の年を待 たず、０３年 ４月に事業

の全てが完了した。こ れ（作品「おっ

す！」撰文「熟 き思 いの 碑」）は 浜

名光彦氏（新指月庭設計者・５５期）

の ごj

のー削

単、ご協力により、新指月庭

こ設収させてもらった。

３、五四会作品艇

退職して１０数年、こ の間楽 しん

五十年過ぎても

お蔭様で元気です
同窓会報いつも有難うございます。　　 とがありましたがい

昭和３２年（第５６回卒）卒業以

来群馬の地を住居とする機会が無い

まま仙台から大阪までの闘を転々と

したため同窓会にも出席する機会も

作らずこんなに長い月日が経ってし

まい ました。（数年前に帰省の折母

校の校門の前に立って見ましたが全

く変わっているのにびっくりしたこ

山口　 勝

同窓会としては大阪にいた頃には

京阪神地区の翠榊会として定期的に

会合がありそれに参加をしていたの

です。それも同地区の群馬県人会の

会合の後、|｣程を決めてあの有名な

道頓堀の［くいだおれ］で催されて

いました。この会介の面白かったの

は同じ部屋で 出 削 「高工」の同

窓会も一縫に行

な わ れ泗を飲 み

交

す

県人会での記念写真です｡写真の 右から 須藤 幸雄(58 回卒)

山口 勝(56 回卒) 藤巻 忠雄(らﾌ 回卒)以上の 皆さんで す。

う:ご２２１:lえごＸ逡 叢

石川 正樹(５９回卒)

ｊ

パ

お互いに校

歌を歌いあい楽

しい賑やかな時

間も過ごしまし

た。やがて又大

阪を離れたので

関西地区での翠

碑会への参加も

それまでになってしまいましたがそ

の後中京地区に来て（結果としてこ

こが終の棲家となったのですが）か

らは光維や後輩探しもしながら中京

邸馬県人会としてのグループに参加

をして今、同会の副会長として微力

ながらお千f云い をしておりその 範囲

での行助になってしまい ました。こ

こ中京地区は若手に転勤族が多いの

は地域柄でしっかり腰を落ち着けて

いるのは比較的鳥齢の川となり又数

も少なかった事もあり新規に会を立

ち上げるまでには行かなかったわけ

です。その為県人会の開催の目には

敢えて同窓のメンバーが揃い写真に

納 まるのがせめてもと考えている現

状です。

そんな訳で今回中京地区にもこん

な仲問がいることをこの機会にお知

らせしようとした次第です。諦先維

も居りますが当日の参加者のみで少

ないのは残念ですが。

呻 京群馬県人会副会長
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ご=２-･　　 回 訟 露 鼠 謐 匹 訟 こ Ｊ Ｅ 座 座 滋 言迩公 沿 迫諮 函 謡 這諮 訟 這 謳 廻 国 訟 鸚 Ｈ ’=簡 －　　　 へ

χ 瓦　　　　　 ｚlｚ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 範輪城跡を地元yj ランティアの解説　　
レ

・t　　　　　　　　　　 に耳を傾け見学し、14名湖畔の［ゆうす　　 ］

Ξ･　－゜ヽ 　　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げ荘」へと向かう。その晩の親睦会は昔　　 回
ｉ己冠;事業を終兄て　広田政道　

よ｜べき夜遅くまで･rらいが続い　　
Ｊ

た。卒業以来初めてという者も９ だ・　　　　F］

我々５９期は今年で卒業満５０年を　　　２２［１、２３日の］川 １３５名の参加で　　　　翌朝は小雨降る中 剛」畔の宿」の歌　　 レ

経過しました。　　　　　　　　　　　　　　行われたよ川は｡高即紺虻1集合の後、　　碑を見学し、松井|］川の鉄道文化村、　　ト

５９期同窓会は毎年の恒 例事紫とし

て①全体同窓会新年総 会の終了 副 こ

「５９期同窓会新年会」を開催。②８月

牛ば頃に「納涼会」､③乍４回のゴルフ

コンペ､①年２回の５叫叩奇玉同窓会、

分的会合も随時開催されています。

ところで、５０ｊ副に己念事業は５月

肘丿庭哨設者の川井|こ房一郎邸（現I
h ’

美術館）を無料にて鑑賞した後に、当

時の高崎駅周辺や高崎鳥等学校付近の

化宅地図と現在の地図等を手元に持っ

て丿 日市街地を一巡りしてその変貌の

あり様に全貝驚いた、け校内施設（在

校当時のものは皆無）を一回り見学し、

観音山慈眼院本堂にて昼食をとる。

｢酔乱二日会｣のこと

６６ 期 の 仲 間 は、昭 和 ４２ 年

（1967 ）３月の卒渫以来、４３年

間にわたり毎年新年会を開いてい

る。当初は|目３年２組のクラス会が

主体であったがいつしか他のクラス

の人も多く参加するようになった。

ある時から帰省するタイミングを計

1ムIとニニこΣｍ汀弓こ瓦迂友を２.ご.:｡ｊごｼJ=ぎ……ご,万二ごごしこ二二....:.j.:

¥X I匂ｊ

再
１

- Ｊ~ 。_ １４. ゛゛

野熊

ｊ

卓司

り、正 月２日を開催ﾄ|とする ように

なった。 そこで名付けたのが「酔乱

（翠営）二日 会］、８４ 才に なる恩師

の高恬信男先生 も初川ご出席い ただ

いてい る。 われわれのクラスの代表

は黒沢順一耳

た小林優公j･

- ｊ Ｖ ．

－

－ だが、生 能会長であっ

も似川ご出席いただい

ている。われわれの仲

間 は 大 変fillが い い。

キ ッ カ ケは学 校 創 立

１０(：)川年 の時に新年

会の幹小川を務めるこ

－ －

｀
’
ｒ
－

１

１

１
－

―

駅

ｊ

４

倒製糸場とバスを進め夕方には高崎
4 で

名

に

２分
Ｓ
　

　

７

り

ｌ

’

瑕

か
『
ｔ

に到着し、三々｡=/IE々解敗した。

引よ２年に一度更新したものを全

郵送し、このときに会賞（２年間

千円）を振り込み依幅している。

な維持会費となっている。

今年の納涼会は８月１２日に54.名

の参加のもと盛大に行われ、この会を

８０歳 までは続け ようと互いに誓い

介った。

なお、毎年端午の節句前に校庭に掲

げられている鯉のぼり（５６期の先輩

の皆さんが寄贈したもの）が、「だいぶ

年数が経ち、色槌せたので新しいもの

に変えて欲しい」との要詰が常任理事

会の席であったので、５９期で新しい

同じものを寄贈させていただきました。

（59 期代表幹事　59 期）

と に な

年の年

つた事。母校の創立！００周

ということで、前祝いの新年
人

ぷ; と位気づ け、アトラクションに

「鳥々１００年」 とい うビデオを制作

し会場で上 映、独自の栞「高中・高

高の １００年」 を作 っ て 配布 し た。

校歌のテープ を再編集した り。校章

人りの ネクタイの制作まで全て同期

の専澗」分野を生 かした新年会になっ

た。そのビデ オは当時の故・小山禧

一川窓会長の[]にとまり、それを再

幌集したものが正式な１００周年記

念
1

:11Ｍこなった。 それ以 後新年会の幹

小が企画 を争 うようになっ たはじめ

とい われている。 この時をキッカケ

に同期の中にいろ いろな交流が再開

した。会社勤めの人は定年 を迎える。

それぞれの新しい 転既だが 、我 々の

友精 は 変 わら ない。「高 校 ３年 生」

の歌訓の ように「 クラ ス仲間はいつ

までも」である。

(考房くまなじり主宰

よご ご 公 言に ごと……ﾐ……しミj にこjjj に ぷJこ二回こj皿 ごｌこ
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い Ｃ

Ａ

・

・

▼
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陸上競技部　３年　須田貴士

先生方のご指導のおかげで、３ 名が インターハイに出

場す るこ とがで きた。沖 純1開 催とい う、あ る 意味 で特 別

な意味合いを持つ 今年の インターハイに出場で きたこと

を、非常に嬉しく思う。これからは、私たちを支えて下さっ

た先生方を初めとする多くの方 々への感謝の意を忘れず

に、インターハイでの経験を人生の中で生かしていきた

!- ～ 。。。- 。

バレーボール部　 ３年　 菊池新太

ノ協 Ｊの 下 、 １２年ぶりのイン ターハ イ峻勝を果たすこと

ができましたが、全国では自分達の力 を全く出すことが

できず、大 きな力の差を痛感させられました。 しかしこ

の経験は人生の人きな財産になったと思い ます。あの時

の欲び、あの時の悔しさを胸に新たな目標口 句かって日々

努力してい きたい と思い ます。
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陸 上 競 技 部

①斎藤郁磨

古市真也

関口頌悟

関口頌悟

市川響太郎

須 肝貴士

２００ ｍ

８００　ｍ

1500 ｍ

5000 ｍ

１１０ ｍＨ

5000 ｍＷ

決

決

決

５ 位

３ 位

２ 位

決　 ３ 位

決　　２ 位

決　 １ 位

佐藤誠一郎　 ５ＤＯ Ｏ ｍＷ　 決　6

4×100mR( 高橋･東問個 藤･田代)決

４ ×

－
d
4
1
1

大

400mR(輿鍋･長壁･古市･|.U代)決

吊佑太　　　走高跳　 決　３位

桜井泰人

指井泰人

原　義明

関口俊介

②③ 前愚郁磨

古市八也

関「I頌悟

市川響太郎

須田貴士

砲丸投　 決　６位

円盤投

べ:

和ノ

ご哺 投

R競 技

２００ ｍ

８００ ｍ
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１１０ ｍ Ｈ

決　４位

決　３位

決　４位
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決

決

吟

決
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決
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－膝奇代Ｉ―
－Ｈ

り

位
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Ｑ
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Ｌ一

１
９皿吠ぶ０ぺＩ

位・
Ｄ
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運
動
部
の
活
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①県総合 体育大会

② 関東大会

③インターハイ予選

④全国高 校総体

⑤国体

⑥県新人大会

⑦その他の大会

口露二 硬式 野球 部
○春季人会
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大洋佑太

市川響太郎

ト

ｒ

Ｊ一

一

嬰１
に
Ｘ

ノ奏

原　 義明

闘コ俊介

男子総合成績

④古市真也　　 ｉ

須田貴士

市川響太郎

⑤市川響太郎

央ｊぶ１
｀
Ｉ
Ｉ
／

⑥

郁藤斎

剛

磨

嗣拓谷大

川上　 航

吉野順久

大谷拓嗣

新井琢也

牛窪浩平

小林水友

川上　航

川中　渉

市川響太郎

石原　翔

走

44

ｊ

Ｃ丸

?

．

ｄ‐

‐

ｉ

１

剛

円fl

ぺ刈

１Ｕ

｀

ノ 伽

i跳　 決

Ｌ到

２

投Ｌ

―６位

位タイ(入賞)

l 投

丿投

刎支

ぼ)位

８ ００ ｍ

5000 ｍ Ｗ

少

決

予

j ゛

決

Ｓ
一
ｉ

７Ｉ

央　23

夫

決

――

１

位:

位

位

2f ヽﾝ:

組6 位

組12 位

棒高跳　 予　組ト1 位

年 Ｂ １ １０ ｍＪＨ

(釧以 全 国 人 賞)

１０(．)ｍ

２００ ｍ

８ ００ ｍ

1500 ｍ

1500 ｍ

1500 ｍ

決　５位

決

決

決

４位

６ 位

位

1500m　 決　 ２ 位

1500 ｍ

5000 ｍ

5000 ｍ

5000 ｍ

5000 ｍ
１１０ ｍ Ｈ

決

決

決

決

決

決

決

４ 位

８ 位

１ 位

３ 位:

６ 位

７ 位

位３

3000mSC　 決　 ８位

佐藤誠一郎　5000mW　 決　1

4×100mR( 東間･田代哨 藤･市川)決

4×400mR( 田代個 藤･即ト長壁)決

有古淳弥

市川響太郎

頁藤郁府

阪本哲郎

古田晋平

位

２

２

走高跳　決　７位

障 高跳 決 ２位

走幅跳 決 ２位

三段跳　決　５位

三段跳　決　７位

位

.14
止

※３に以内の十ぶ己10 秤目で関東選抜新

人大会(宇都宮)に出場

⑦県高校駅伝(群馬県伊勢崎市･伊勢崎市

陸上競技場周回コース)

牛窪浩平

金井美海

関口頌悟

小林水友

丸茂昌寛

田中　渉

肝ヒ　航

総合成紙　 第４位

※11 年連続関東高校駅伝出場権を獲得

⑦関東高校選抜新人大会(宇都宮)

川上 航　　　1500m　 予　組１位

決　組８位

(入賞)
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佐藤誠一郎　5000mW　 決
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僻
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け

※上記12佳日で関

に

校学

子児

―

－11場

対抗(前橋)

総介成績

※一 部校残留

‐『 ニ　 水

⑥背泳ぎ50ｍ

ぎ泳背 １００ ｍ

第

バタフライ５０ｍ

１ｒ選束

４ 位

泳
ｌ
ｐ

立
口

崎－
－－

若山

たｌ

ｌ

Ｊ
Ｉ
Ｉ

決

Ｌ

Ｘ

決

決

決

決

決

決

Ｌ

Ｘ

り

―２位

組3 位

組4 位

13 位

６位

(入賞)

引
.j.
Ｍ.

位ｇ

）

６

６

６

立

ｙ

位

位３

Zl 位

５ 位

２

４

決　6

i市)決

位

位

位

５ 位

』馥
雄哉　 川立

工雄　４位

山崎川哉　 ３位

拘 足に旅　４位

堀込怜土　 ３位

バタフラ イ１００ ｍ　 堀込怜土　 ３ 位

７
！

―

叫
１
Ｉ

諾レり刈
１
ｈ９

】

込･

200m メドレーリレー(抑 川1崎

⑦|
り5J

舅

山崎･ 上原) ２ 位

･川 込･上原)２位

束高等学校水泳副々人会群

子総合　 第６位

馬県予選会

自山形100 m　　　 柳　 義裕　 ７ 位

自 山形200 m　　　　　　 仰　 義裕　 ３ 位

仏|人メドレー20  Om　 神原孝行　 ２に

佃人メドレー400 m　 神原孝行　 ２ 位

400m フリーリレー(神原･柳･下田･関口)４に

400m メドレーリレー(柳引IH･ 神原唯旧) ５位

⑦群馬県高校総体

舅子総合　 第５位

バタフライ１００ ｍ

バタフライ２００ ｍ

佃人メドレー200 ｍ

個 人 メ ド レ ーz100 m

40 O m フリ ーリ レ ー(神川

伽丿　義隋　 ５ 位

柳　 義 裕　 ３ 位

神原孝 行　 ２ 位

神原孝行　２位

･柳･ 下|||･関 口) ４ 位

800m フIト リレー(柳･神原･|肛|･ 川込)５位

－
０４

Oｍメドレーリレー(柳･下H呻 図 潤 口)５位

‐
ﾄﾞﾚ　 山 岳 部

←ふ7　J
tT, 3 Q:(関束大 会へ)

麟 胎 ｽﾞﾉﾌﾄﾃﾆｽｺ 帽|圖
①団体　２回幟　鳥崎３－Ｏ尾瀬

３同戦

４回戦

決勝リーグ

Ｉ

Ｉ

人開

叫 聯

鮮|人

巾| 体

71

人個

誌j

ａ

ｌ

似

鳥

j
Ｚ
７

鳥

高

崎２ －Ｏ桐生

崎２－１太工

崎３－Ｏ高商

崎３－Ｏ前橋

高崎２－１沼田

(28 年ぶり)優勝(関東大会へ)

深功1い黛組､雌間･池田組、

新島･有川組、奈良･中島組

９位:(関東大会へ)

訓
…
呪

川一
‐
一

３回 戦

劉ijI戦

高
１

四
‥

べ

・

1
1
1
1

1
1

|

【 l i

jll:

jlll

む３－Ｏ新田暁

む２－Ｏ中之条

削) －２農二

(ペスト８)

奈良･中鳥組、岸･高橋組　９位

２回戦　高崎３－Ｏ桐生

３回戦　高崎２－Ｏ前橋

41 坏 戦 淵1叙) －２高商

(ペ ス

奈良･中鳥組　ベスト１６

りi校選抜大会県予選１年生大会

占|人　奈良･中鳥組　 第３位

11体　１回戦　鳥崎２－１館商工

２回戦

３ １ 戦司

Ｘ

Ｉ

Ｉ
－

'

l

'i

'

,

″ j

Ｉ
Ｑ
’
。
川

X

ｆ ２

崎 １

-

-

朧 Ｅ〉 テニ ス部し］■
(〔〕川 体　 ２ 回戦

３ 回戦

準 々決勝

鳥崎 ３ －Ｏ桐工

仙崎２－１館商工
ｊ

　
７

ｊ

Ｄ j崎 ０

●2ぶ]不＼ケットボ ー皿jCI
① １回戦　　 高崎 ９０ －３５勢 多農

２同 収　　 高崎７８ － ４６商大附

31 即成　　 高崎101 － 75 新島

準 々決勝　 鳥崎５０ － ９２太東

(ベスト８)

⑦ 詐馬県高等学院ノ以 ケットボール選手権大会

兼第62 回全岡高等引 交総合体育大会予選会

１回戦　　 高崎95 － 24 前 橋工業

２回収　　 高崎102 － 22 尾瀬

15
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３回戦

３回戦

４回戦

準々決勝

－ｊ毛西

２回戦

３回戦

準決勝

決勝

決勝

③４回戦

準々決勝

準決勝

決勝

｀
Ｉ
ｐ

ゝ
１

１

準決勝

決勝

①団体

③団体

⑤個人

⑥団体

１６

高

３回

ｌ

ｊ

‘
Ｉ
／

Ｊ
宮

210

～
い

高崎66 － 59 中火中等

鳥崎54 一日9副 島育英

（ペスト８）

準々決勝　鳥

第４１回全国高校バスケッ

抜優勝大会県予選会

ψ
『

Ｘ

ｊ
ト

２回戦　　 高 崎81 － 61 沼川

－ ル選

高崎103 － 86 太田工業

鳥崎89 － 58 太[H

鳥崎66 － 98=飼生第一

(ペ スト８)

Lk区新人バスケットボール大会

岫f95

-

-

４ ４

３ ８

健大高崎

高崎東

高崎97 － 7011

高崎86 － 93Z'j

1央中等

卵む商業(２ 位)

國r ンくレ ーボール部TｚI
①３回戦　　 高崎２－Ｏ育英

準々決勝　 高崎２－Ｏ伊商

準決勝　　 高崎２－Ｏ前商

?i崎１－２伊勢崎(２位)

高

高

崎２－Ｏ太商

崎２－Ｏ藤巾央

鳥崎２－Ｏ伊商

高崎２－１伊勢崎(優勝)

④予選グループ戦

高崎Ｏ－２東京学館新潟(新潟)

引崎Ｏ－２県立別府鶴見丘(大分)

(予選グループ懺敗退)

⑤群馬県選抜として４名参加

(武井雅行･菊地新太･砂川智哉･LLI中卓)

１回戦　群馬２－１香川

２回戦　群馬Ｏ－２福岡(ベスト16)

⑥全国高校バレーボール選手権県予選

３回戦　　高崎２－Ｏ館商工

準々決勝　 鳥崎２－Ｏ桐生

怜決勝　　 鳥崎１－２桐生市商(第３位)

⑦西毛地区大会

２回戦　高崎２－Ｏ榛名

岫高 同 一Ｏ高工

'4崎 ２－Ｏ高北( 優勝)

卓 球 部
｀
呪
　

｛

呪

ｓ
　
　

ａ
ｇ
ｓ
～

i
　
　
g
~

一

Ｉ

Ｉ

．
ロ
ー
　
‐
一

１

１

１
　

２

戦

:ﾗ麟I
高崎３－Ｏ板介

高崎３－Ｏ商大附

高崎Ｏ－３沼川

(ベ ス

２回戦敗退

(丈 太朗

|戦敗退

ベ スト64

Ｉト

ｻﾞ|……1ﾔ|万ijj顧;!

①2 同戦

剣

卵？
μ

道 部 峯゚ に 言

利 一１桐生(本数勝)

３回戦　　 高崎５－Ｏ館林

準々決勝　高崎O　－4 育英(ベス1ヽ 8)

③川体　ペスト８

(ﾃ)学年別剣道大会(個人戦)
Ｉ

年生の部　戸塚貴昭

- Ｉ 距 にj7 柔 道 部

戦回Ｉ体団①

戦体
－

Ｊ一
Ｉ
Ｉ③

ペスト８

〕皿

高崎３－１富岡

２回戦　　 鳥崎３－Ｏ興陽

準々決勝　高崎３－Ｏ常磐

準決勝

３ 位

高崎１－３前商

(ペスト４)(関束大会へ)

個人戦　川 ﾌﾟH裕祐　100kg 級　３位
仔「

Ｉ
Ｊ
・

Ｉ
⑥

Ｆ顛口

１
’
ダ

4こ戦　 ３位

馬 県ジュニ ア体重別選手 権大会

卯|裕祐　100kg級　３位

６ ）

･-W■･j■国 語 ド ＼　 弓 道 部

①叫体　ベスト１６

:順皿

朧E]T……空手道部　づ=i:jj宍§皿

①個人形　　 詩谷隼人　ベスト16

団体形

川体組手

川 幟㈲ 佃 －７高経附)５

３回戦㈲1妁 －３前工)５

位

Ｌ

μ

‥

ｆ

③団体組手　 第５位(ベスト８)

㈲佃人組手　 読谷隼人　第５位(ペスト８)

⑦群馬県高等学校空手道１・２年生大会

個人組手　 読谷隼人　第５位(ベスト８)

㎜§Eじ:=1'軟式野球部……=一万|皿

①準々決勝鳥崎1,－O館林

準 決勝　　 高崎９ －１前工(7 川コールド)

０
　

決

商崎５－１育英

（16 年ぶり２回剛 優勝

第58 回春季関淑高等学校軟式野球大

会に出場）

③全国選手権予選

２回戦　高崎１－５太田

⑥１回戦　高崎１－２太川(延長１１川)

佃

旧

‥
。

人

体

バ

い
ドミント ン

ー
鮮綴面

ダブ ル ス

１回戦

２回戦

熊王･須藤組　ベスト16

以高
・

１
－
－
ｄ

‐

―

肥

賜 ２

－Ｏ高経附

－Ｏ榛名

３圓戦　高崎１－２渋川

③シングルス　須藤　ベスト32

熊 王 ベ ス １ヽ ６４

ダ ブ ル ス

松出　 ベスト64

熊王･須藤組　ペスト１６

松田･永野組

小林･福田組

米山･金子組

ペスト64

ベスト64

ベスト64

①学校対抗戦

２回幟　高崎Ｏ－３新島

⑤シングルス　熊王　ベスト32

ダブルス　　熊王･須藤組　ベスト16

⑥シングルス

ダブルス

大 竹　 ベ スト32

大竹･今財組　 ベ スト64

- ４

○全国数学選手権大会　団体戦　ｍａth baUlc

地区大 会　 １次･２次予逃

突破→全国人会進出

全国大 会　３次予選

出進ｊムーチ６ぐ戦勝決↓破突

決勝戦　 入賞

○文副 将哨 主肛物理チャレンジコンテスト参加

○構造解析(廃棄自転車等解体)

○プロ グラミング作業

○高文辿圭催夏の撮影会　 参加

○ 第27回県鳥校写真展　出品

入選「花見」１年　 大木啓太

○ 第251111全国高等学校文芸コンクール

文芸部誌部門　 奨励賞　 群馬県立高崎高校

文弱 部｢鳥高文襲　翠紛　 第三号｣

○ 第5回群馬県高校生文学賞

優良賞「鳥高文甑　 翠惜

○ 第5回群馬県高校生文学賞

俊良賞　 山賞匡史（１年）

Ｏ 第

門

－

―

－

ρ

即回1 6

１
ぶ交

歌短

ｊ？
－
立
‐

誌部芸文

第三 号 」
Ｉ

Ｉ 汝文部門

5県高等 学校総合文化祭文芸部

治

甜師賞 磯辺大輔(2年)･山室匡史(1年)

01 1 JL ／第3川OI群馬県高校芸術祭美術工

芸部門展

４名　計７点出展

優良賞　人選　３年 郎詩熊稲
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､季､ 石 関 圭 輔 ）

9選手権大会

１７

囲碁部　３年　笹口桂佑

私は今年度の今田人会で主将とし

て出場した団体戦で四位、個人戦で

は五位でした。誰にもｎけるわけが

ないと意気揚揚と人会に臨んだ私に

は少し残念な結果ではあ りました

が、全国のレベルの高さを肌で実感

できたことは人変よかったです。最

後に今大会で私は己の信念を賞き迦

すことの人切さを学びました。

そｉそi十iti さ1さiそiそiさiさiそi やｉ そiti Ｓ

０ １月／アンサンブ ルコンテスト西関東人会

(山 梨)

フルート３重奏　金賞

打楽器４爪奏　　銀賞

０５月／ソロコンテスト叫部地区大会

安寫元彦(オーボエ) 金賞(地区代表)

０６月／ソロコンテスト県大会

安富元彦(オーボエ) 金賞

０８月／吹奏楽コンクール県大会

商校Ａ組　銀賞

０ １１月／アンサンブ ルコンテ ス

西部地区大会

ト

０ １２月ノアンサンブ ルコンテ スト

県大会

０ １丿｣ ………第16101俳馬県高等学 校総 介文化

祭合IIか 器楽竹弦楽･吹奏楽3 引ヅフ|ば?同

演奏会(鳥崎･鳥崎女子鳥校 介同 介川川と

して参加)(於: 詐馬音楽センター)

０ １２月／第13 川グリス

(於: 翠柳会館ホール)

マ ス コ ン サ ー ト

04 Jj ／I‘,';i崎 ス プ リ ン グ フェ ステ ィバ ル参 加

０ ５ 月 ／ 観 音 山 フ ァ ミ リ ー パ ー ク

県民 参 加 フＪ.ス タ　 参 加

０ ７ 月,ノ高 崎 市 西 部 公民 館

読 み 聞 か せ 夏 祭 り　 依頼 演 奏

07 Jj………ﾉk･ﾆF代:|11j'.--l j' 1 1 111j゛l/ヽjit

依 頼 演 奏

０ ８月　 第361111鳥崎 まっ
‐

ＩＪ　 参 加

納 祭涼

08 Jj ………Jμ

09 Jj
ダ
ダars,|111111'li

参 加

OIO  月

叫県I帽文生郷土芸能発表会

依会窓同間5
5

咬高崎高 炎演帆

叫 丿ト 棚 切 窓 皆 説 総

闘 会式アトラク

郷上芸能発表会

０１１月……祁2･l

ン ヨ ン演発

賞秀優

Ｓ

Ｉ

／

－ 文f

1回 高

ﾋ 祭

II濃 業まっり　依頼演奏

Ｉ

４
一

1
1
1 り

・
：

ソ

μ
？―

代休団

人会

優勝

弘汗小佑仕ＪＩ笹ぐ
旧Ｊ１校４

Ｊ

に｀
９
ｔ

冲
Ｍ

Ｉ
０

３
第

／
ＪＪ

５
０

群馬県人会

個人戦　優勝(接目仕佑)

第２に(石関圭輔) 第判之(小洋弘季)

０７月／第１川高崎高校囲碁講習会

11導者:尾越一郎( 八段)､ 参加生 徒５わ

０ ７Ｊｊ／第２川鳥崎高校|川碁講習 会

指導者:平 本弥星(六段) 、参加生徒５名

０ ７ Ｊｊ／第34 回文部科学大|巨杯全国高校間

碁選手柚大会

川体戦　 第４位

(笹口桂佑、小洋弘季､石関圭帖)

○

Ｍ人我　 第５位(繊目仕佑)､参加(石関圭輔)

７月／第3川III全国高等学 校総 合文化祭

明人戦　13 位(小洋弘季)

０ １０月／第26回関東地区高等学校囲碁選

手指大会群馬県予選会

団体戦　優勝

(小洋弘季、小泉太嘉志､矢焉輿)

個人戦　優勝(小洋弘季)

０ １月／第26川関東地区鵬等学校岡碁選手

権大会

川休戦

関人我

Ｉ

Ｉ11場

小洋弘季､小泉太嘉志、矢焉真)

り場( 小洋弘季)

○ 第37川群馬県鳥等学校将棋選手椛大会

川体戦　 優勝

(３年､井上和樹･松洋知紀･仰洋遊宗)

○第46 川全国高等学校 将棋選手権大会出場

于選２勝２敗･ 敗退

○第21川関東地区高等学校文化連盟将棋大会

県予選　 ２年､ 飯鳥一八　 ３位

○第21回関東地区鳥等学校文化連盟将棋大会

出場

二二⊥藍Ｊ⊥砥Ｊ部‥　一一
０８月／上毛霜:気鉄逆　夏休みイベント

参加

０ ８月／第2回全国鳥等学校鉄逆視型コン

テスト（東京） 見学

０９川／11に電鉄　鉄道感謝フェア　参加

○ 川 月／第圈1咄瞰!5県高等学校総合文化祭

参加

○第14回全国高校新聞年問紙而密査賞

優良賞

○第2扮 府 馬県高校帽川コンクール

県議会縦長賞

○全国高校総介文化祭肖崎大会参加

(人賞校として)

○群馬県鳥校総合文化祭特報新闘

｢上州若人｣収材参加

○叩洲 高校新聞｣･｢ 高崎鳥校新聞翠柳

MiniPrｅｓｓ｣発行

○定則戦速報｢㈲断ら高合同新闘｣発行

(県立前僑鳥校新聞委員会と合同製作)

マリ/.　

同合唱け1として参加）

宮

も

０ ７月／第43回定期演奏会

(於:群馬音楽センター)

０７月／第40同全国高校ギター･マンドリ

ンフェスティバル出場(於:大阪府吹|目市

文化会館メイシアター) 曖秀賞受賞

０８月／第34回全国高等学校総合文化祭

崎大会に前橋高校･前橋女了･高校とと

に群馬県合同 ギター･マ ンドリン 合炎団

として出場( 於:宮崎県寓崎市民文化会館)

０ ９月／第6回群馬学生ギター･マンドリン

フェスティバル出場(於:高崎市民文化会館)

012 月／吹奏楽部･合唱 部と合同で グリス

マスコンサード開 催(於:翠柳会館)

０ ４川／群馬県立高崎女子高等学 校定期演

奏会出演(高崎女子高等学校音楽部と共演)

( 於:高崎市文化会館)

０ ７月／群馬県鳥等学校芸術祭音楽部門団

体演奏会(於:群馬音楽センター)

０ ７月／第50 回群馬県合咄コンクール

(於:伊勢崎 市文化会館大ホール)

０ ８月／第34 回全国高等学校総 ひ文化 祭合

唱部門(群馬県合

(於: メデ ィキット県民 文化 センター･ ア

イザックスターンホール)

０８月／第77回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール

群馬県コンクール(於:ペイシア文化ホール)

０ ８月／演奏会2010

(於:高崎シティギャラリー･ コアホール)

０ １１月／ 第16 回群馬県高等学校総 介文化

祭総合開会式アトラクションに参加

(於:群馬音楽センター)

二 乱 乱 立 乙 乙

O ＮＨＫ杯令国高校放送コンテスト県予選

テレビドラマ部門

テレビドキュメン

ラジオドラマ部門

蓄
ｒ

Ｊ

剖ト

門

Ｎ
墟
『

夕

力

化文介総佼学等高
国全○

ビデオメッセージ部門

○県高校放送コンクール

ビデオメッセージ部門

オーデｆオピクチャー

アナウンス部門

a

l

最優秀賞

以優秀賞

優秀賞

到宮崎人会）

参加

Ｉ

Ｊ

―

門

優秀賞

優秀賞

幔良賞

'･　　　　４ ｐｌｒ 画ζ
と瓦£jl! ＿_＿_ ＿ ＿

シ ッ プＴＣ

０ ５月／高校生|為縦会

０ ７月／I帽 文生リ ーダー

010  J｣／あしなが募な　観mll 清掃

ｏ Ｈ 月／川示桝囃遡介文化祭参加 地区Ｔｃ

０ １２月ダダ'フーグショップ発表会

巌末助け介い募金

ぽ二□［ 二二二二
〇 川 卜 ／第30:il 仝|指,･羽交|川 拝選 于 伶 大 会
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訟
尹

１

６
．・

定期戦を終え、５連覇と

筑し遂げた今、みんなに
う
」の感謝を伝えたい､、こ

い う
f17

｢ あ り

れ が

ら忙

が

分

を

と

の

素直な気持ちです。

今回の定期戦は間違いなく、高々生９６０人全員で掴み取った勝利だったと思います。当日が近

につれ不安になる時もありましたが、そんな自分を支え励ましてくれたのは、紛れもない

生の定期戦へ懸ける思いでした。実行委貝長という大役を務め、この仲間達と共に闘えたの
一生の誇りです。

そして前高生にもありがとう。３年問を通じて、高々は前高の存在があるからこそ もっと強
く

なろ うと努力 し、勝利に向かって一つになれるのだと気が付きました。来年は全てに於いてより

ミし、有意義なものになる事を願っています。

1ｕ剱こ、今年度で 御退職な さる藤介校長先生へ
［
Ｄ

Ｆ

白什―
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｊ

－を戦期定即

‥

引第たます４
　ま

いて
っ

思く

謝と共に、これからも文武両道に励む高々生へ、

げ、喜びの御報告とさせていただきます。

当にありがとうございました。

連覇」という華を添える事が出来、非常 に

るにあ たり、周丿尽力下さっ た全ての方へ深

より一㈹の御支援 を賜ります ようお願い 申

第６４回定期戦実行委員長　 高橋　 弘樹

諧 づ_ 、 20年 21年 22年
犬　 年次

大学　　犬 20

北　　 大

東 北 大

筑 波 大

千 葉 大

群 馬 大

（　 医　 ）

埼 玉 大

東 京 大

一 橋 大

東 工 大

東 外 大

横 国 大

新 潟 大

金 沢 大

信 州 大

名 古 屋 大

京 都 大

4(3)

35(3zl)

11(9)

15(14)

29(25)

8(8)

9(7)

13(10)

4(4)

7(4)

o(O)

8(7)

8(5)

10(10)

3(D

O(O)

5(4)

4(3)

N(13)

7(5)

7(6)

22(20)

O(O)

6(6)

17(17)

1(1)

5(5)

5(5)

4(3)

16(12)

8(7)

3(3)

1(1)

3(2)

10(6)

21(17)

11(10)

7(7)

26(21)

6(/1)

5(4)

9(4)

2(1)

4(3)

O(O)

3(2)

8(5)

5(5)

20)

3(3)

2(1)

慶 廬 大

早 稲 田 大

中 央 大

明 治 大

上 智 大

立 教 大

学 習 院 大

青山学院大

法 政 大

日　本　大

東京理科大

芝浦工業大

同 志 社 大

立 命 館 大

高　経　大

71(

81(

88(

II8(

2

25(

2

15(

35(:

52(･

159(1

61(f

19(

9

1川

20年 21年 22年
犬　 年次

大学　　犬 20年 21年 22年

4(3)

35(3zl)

11(9)

15(14)

29(25)

8(8)

9(7)

13(10)

4(4)

7(4)

o(O)

8(7)

8(5)

10(10)

3(D

O(O)

5(4)

4(3)

N(13)

7(5)

7(6)

22(20)

O(O)

6(6)

17(17)

1(1)

5(5)

5(5)

4(3)

16(12)

8(7)

3(3)

1(1)

3(2)

10(6)

21(17)

11(10)

7(7)

26(21)

6(/1)

5(4)

9(4)

2(1)

4(3)

O(O)

3(2)

8(5)

5(5)

20)

3(3)

2(1)

慶 廬 大

早 稲 田 大

中 央 大

明 治 大

上 智 大

立 教 大

学 習 院 大

青山学院大

法 政 大

日　本　 大

東京理科大

芝浦工業大

同 志 社 大

立 命 館 大

高　経　大

71(50)

81(60)

88(75)

II8(98)

2(0)

250.D

2(2)

15(コ)

35(32)

52(43)

15臥14七

61(59)

19(18)

9(1)

11(11)

4｣(32)

83(67)

76(70)

116(1㈲

8(8)

27(19)

4(2)

2L(15)

31(24)

39(34)

65(54)

51し12)

]8(12)

3(3)

8(6)

38(2])

53(33)

59(羽)

94(69)

7(4)

21(14)

3(1)

16(14)

42(36)

70(58)

99(74)

57(53)

3(2)

11(7)

11(8)

人 事 異 動( ９４２２４１)

〈退任者・転出者〉

副校長　松原　厄介

小林　正好

増田　芳之

溢谷　正章

関根　正弘

退　 職／国　 語

退　 職／養護教諭

桐生 南(校長)

㈲H 女子／数　 学
/ｆ こ●
｢ －

□ １ 岡／英　 語

矢島　 宏三　 長野原／ 事

明美　下仁田

戸塚みどり　高崎束

宮

中

大

田

務 金

崎
9!lｆ

野

中

jl

秀明

陽子

受彦

―f旧

工

－
Ｌ
ｆ
一

ユ

Ｊ

ほ

ほ

Ｉ

一

―

．

７

・

ｎ

職

職

車岡

等中央Ｉ
ｑ

Ｊ松 Ｈ

部対抗

圖|
一般対抗

高高 前高 高高 前高

＼

＼＼

水　泳 ６ ３

駅　伝 ６ ３

綱引き ３ ６

玉入れ ６ ３

ｿﾌ 吋伺ﾚ ６ ３

長　縄 ０ ６

０ ６ 卓　球 ２ ７

６ ０ 陸上 競 技

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

６ ３

｜ ６　　１　　０ ０ ９

６ ０

一一０

ﾊﾞﾚｰ ﾎﾞｰﾙ ４ ５

６ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ４ ５

６ ０ 柔　道

＼

＼

＼

０ ６ 剣　道

０ ６ 弓　道

０ ６ 空手道

６ ０ サッカー

６ ０ ラグビー

６　１　０ 硬式野球

０ ６ 軟式野球

６ ０ テニス

54 30 小　計 43 53

97　　 高高 総　合 前高　　83

〈新任者〉

副校長　金井

教　頭　武藤

国　語　加沿

数
心
・

Ｊ 中 川

理　科　小野

英　語　井田

事　務　水村

迦僑制(理科)

尚之　 高経大附(教頭)
fl
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渋川 女子
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護伊勢崎 分校

地理歴ﾘ!　･|叫村

数　 学　 下 田

／ 英　 語

／良護教涼

ｉ　 ／事　 務

ｄ　藤岡中 火
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一計会う火ぐ日1 2月

々

や

々

14[]( 木)

16 日け)

23 臥 土)

３月30 日(火)

月４ 24 ［I（ 土 ）

５月23 日出 ）

月ｇ

） 15 臥 火）

第

第

第

第

冴

にが会

１川本部幹事会

１川常 任理事会

108 回総会

21GI本部幹筝
人

こ□

ぢ２回常 任理事会

第 17 回同窓会ゴルフ大会

―第 回 刑1事 会

８月26 日（木） 第３回本部幹事会

９ 月

――

― 1 ［I（ 土 ）
‥
４
１
１５３同常任理事会

126 日（金） 第２回理事会

◇本部役員人事

平成22年度教職員異動1･

副会長

汪|） 松原

増川

（新） 企井

順

報訃◇

ｊ
四
『

心

ブ

喜

と候 部

可窓会

肛長

ｔ几

又

ｑ

ｔ

　

うｙ
一

｀

似

‥

こ

穴介（副校長） 退職
壽
ｙy之(教頭)

ｉ
―

Ｉ

回.|.1

尚之（副校長） 新任

正美（教頭）　 新任

氏吋

事理任に

ロ

87 歳　　６ 月

よ脩皓

判
ｆ

謹んで ご3,･

､高崎山清 江 妬

人耳乱

高高同窓会報

桐生南校長へ

高経附よ ㈲74 期）

赤城養伊勢崎分校より

23

跡
｀

『

ふ

１

71逝去

寺第28 世住職。

叉;　73歳　９月１５口逝去

1理事、元群馬県商工労働部長

陥をお祈 り致し ます。
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◆翠轡文庫について◆
平成21 年10 月１日～平成22 年9 月３０日

翠轡文庫は､著者または訳者が高崎高校の卒業生及び関係職員であり､本人またはその関

係者から寄贈された図書で構成されています。

（平成二十二年‾’｀
褒 章・叙 勲 受 章 者

i、ぶ

ヅ〈平 成22 年春の 叙勲〉

旭日双光章　石井　清一(57 期)

旭日双光章　田口佐知雄(52 期)

瑞宝中綬章　永井　憲一(49 期)

瑞宝双光章　杉山　了(50 期)

〈平 成22 年 秋 の 褒 賞 〉

藍綬褒賞　有田　喜一(60 期)

黄綬褒賞　大沢信太郎(63 期)

〈平成22 年秋 の叙勲〉

瑞宝小綬章　太田　悦郎(49 期)

瑞宝小綬章　森　貴信(55 期)

瑞宝小綬章

瑞宝小綬章

旭日双光章

く平成22 年度

藤倉　 新一

ノ

1､木　恒(57 期)

小林　二郎(57 期)

須田　守侯(53 期)

文部科学大臣表彰〉

(現 校長・68期)

ｅ 著書

口日本人沈没

口紫文式都々逸のススメ

ロ29 歳の離陸

□１００歳をご機嫌で生きる力

口教える･学ぶｃ言語入門

口青春の墓標

口小島鏝工所２００年史

口河合栄治郎

ロテーブルの下に　ｓ６１年～Ｈ９年

ロテーブルの下に　ＨＩｃ)年～Ｈ２０年

口大航海時代　 侵略の源

口北アメリカのインディアン

ロ激動の人生九十有余年

口日本一周歩いて16年

口高崎高校同窓会52期75歳'I記念《随想集》

□予防と養生1 ～３(雑誌)

□世界《伝統食)賛歌

口読書の力一国語授業と学校図書館の連携－

ロマロニエの花は蓮の上に　田中佐一郎

口波濤を越えて

□先達の航跡　田中健夫先生を偲ぶ

の作者

柳家　紫文(ヤナギヤ・シモン)(蹴12 胴)

柳家　紫文(ヤナギヤ･シモン)(商店21期)

中島　 桂一(78期)

須藤　宜(ストウ･ヤスシ)(4釧D

牛田　 敬太(95期)

胡五十扁舟(小磯　正文)(定時22朔)

小島鉄工所２００年史刊行委員会編(56 期)

松井　 慎一郎(85 期)

堀口　 星眠(堀口　 慶次)(３９㈲

堀口　 星眠(堀口　 慶次)(39㈹

活塚　昇(42 期)

清塚　昇(４２圖)

松田　貞吾(31 期)

早川　吉夫(５５期)

古関　武編集代表(52開)

飯野　節夫(52 期)

飯野　 節夫(52 期)

村田　 信伸 一太田

竹内　 國雄(50 期)

大木　 紀元(５Ｂ期)

克子著(ﾌ Ｂ問)

田中健夫先生を偲ぶ会編
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平成21年度　通常会計決算(平成21年Ｕ=川)

同窓会
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μ己念 演講 会

●平 成２２年５月２０日(木)

｢私とラグビー人生

－ワールドカップ誘致について－J

日本ラグビーフットボール協夕

剛会長　 専務理事

ラ グビ ー リ ー ル

日本招致委1¨1会

予算決算報告

費　 目 平成21年度予診 平成21年度実収入 備　　　　　 考

幹 勣らの鰭 金 979j59 979,159

入　 会　 金 3,100,000 3,289.700 全L湖323礼皿,諾|皿作

維 持 会 費 6,000.000 6,415,480 2,215人

利　　　　息 10ル11 2,265

雑　 収　 入 10,000 1,500 ネクタイピン販 売

合　 計 10j00､000 10,688.104

費　目 平成21年度予算 平成21年度突出践 備　　　　　　考

会　議　費 1.0 O0 ,000 986.820 訴年総会準術ほか

祝　賀　 費 800川0 809,8肘 叙勲記念･卒 匙証占丸筒ほか

賤 別y? 300,000 200,00 O 20年度馴退係戦いへ

慶　弔　 費 200,000 170,050

通信印刷費 420 ,000 461,406 新役口依偵迎矩 副 寺川 州 促一納人乱状ほか

旅　　 買 100 ,0 OO 90,000 東京同窓公出席

会報発送費 2川O 川O 1,505,880

同窓会報費 I,000,00 0 998,161

事　務　回 1,500,0 00 1.224,519 事･務職員人件費一事務川岫

同窓会長賞賢 200,000 79,590 賞状･記念品

補　助　 回 1.10(.),000U00.000 図 書 館･難 柳 体育七 ューｙ ンサイェ ンス

環境整備費 500,000 2孔000 指月庭維持竹理費

雑　　　費 300 ,000 224,960 淮持会費振込み于敏糾､祁持会郡此 ほか

予　備　費 680.000 724,660 同窓会報　訂11｛

合　計 joj00､000 8.806.887
差 引 残 高　1,881,217 円( 特 別 会 計 積 立　1 〔 〕0万 円 次 年 度 繰 越 金881,217 円)
-

収入の部

支出の部

○

前年度からの繰越金

平成２０年度通常 会計より

利　 息

合　 計

校 歌 一応 援 歌Ｃ[⊃作 成費

差 引 残 高

２ Ｃ□ ４ ６,０ ９ ０

２, ０ ０ ０,(⊃(⊃ Ｏ

８ ４, ４ ９ １

２ ２, ２３ ０, ５８ １

１,９∠１･８,５９２

２ ０, ２ ８ １,９ ８ ９ 円

｜
1.月　　日　平成23 年2 月13 日(日)

2.場　 所　高崎中央公民館(2F･ 第2学習室)

3,時　 間　9 時20 分集合､9 時45 分対局開始

4.対戦方法　ハンデ戦､4 回戦(どなたでも4回は対局)

5.会　 費　2,000 円(昼食代他を含む)

6.表　 彰　A･B ブロック　1位･2 位(特別賞･3 勝賞ほか)

＊駐車場　 第２駐小場をご利川下さい。

＊連絡先　参加希望者は事務局･藤崎までご連絡ドさい。
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班　目 平成22年度予算案 前年度予算 増　△減 備　　　 考

前賢･ら託肘 881.,217 979,159 △97.942
入　 会　 金 3,168,000 3,100,000 68,000 他帽2(即叫㈹O)

維 持 会 費 6.000,000 6,000､000 ０

利　　　　息 8,783 10,841 △2､058

雑　 収　 入 110,000 10.000 100.000 CD 売り上げ
八　　 Ξ。　 計 10.1.68,00010j00,000 68,000

持　目 平成22年度予算 前年度予算 増　△減 備　　　考

会　議　費 1.0 00.000 1,000,000 ０ 新年総会4II 応ほか

祝　賀　茫 800,000 800,000 ０ 他社一穴三川謡か

賤　別　買 300,000 300,000 ０ 川波剛ｍ謝ぼ!

回　弔　費 200,000 2肌000 ０

通信印刷費 420,000 420,000 ０ 顛出 獣鋲ば肪

旅　　 買 100,000 10 0,000 ０ 刺偏診対他費
会報発送買 2,000,000 2,000,000 ０

同窓会報費 1,000,000 1,000,00 0 ０

事　務　費 1,500,000 L500,000 ０頴釧貼計測凹 か

同窓会長賞賃 200,000 200,000 ０ 賞状･記念品

補　助　費 1.600.000 1,100 ,000500,000
|叱'ばIll引;i･詞か祠il体介･

ly･一.･ytイ.にぺ

環境整備貿 50 0.000 500.000 ０ 指月庭整備

雑　　　　費 300,00 O 300,000 ０

予　備　穴 248.000 卵O川0 △432,000

合　計 10.168,000 10,1肌000 68,00 0

収入の部

費　　　目 金　　　額

荊年度からの繰越金 ２ Ｃ),２８１,９８９

平成21 年度通常会計より １,０００,０００

利　　　息 １８,０１１

合　　　計 ぶ,300,000

維 持会 費 の 納入 につ い て

平成23 年 度の 維持 会 費

の納 入をお願いい たします。

納入については、同封 の振込

取扱 票( 加入者名一 群 馬 県

立高崎高等学校同窓会)もｉ
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群馬県立高崎高等学校
同窓会報

発 行 人:原　 浩一郎
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同窓 の皆 様の多大 なるご協力をいただき､会報 第４４号が発刊できました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

御多忙の中｡ 貴重な原稿やお写真をお寄せくださいまして、まことにありがとうございました。(本部幹事会)

〈維持会費 の納入については､なるべ〈 ＡＴＭをご利用下さい〉
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